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町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
と
よ
り
良
い
充
実
し
た
教
育
を
保
障
し

将
来
的
な
展
望
に
た
っ
た
小
学
校
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
た
め
、
小
学
校
適
正
配
置

検
討
委
員
会
（
高
橋
成
会
長
・
川
尻
）
を

設
置
し
て
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

検
討
委
員
会
で
は
、
今
ま
で
７
回
の
検
討

を
重
ね
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
先
ご
ろ
中
間
案
を
ま
と

め
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
こ
の
中
間
案
を
み

な
さ
ん
に
示
し
、
意
見
や
質
問
な
ど
を
聞

き
最
終
案
に
む
け
て
の
参
考
に
す
る
た
め

８
月
23
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
学
校
区

単
位
で
「
小
学
校
適
正
配
置
中
間
懇
談
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
７
会
場
で
３
１
３
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
中
間
案
の
説
明
を
行
っ

た
後
に
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
検

討
委
員
ら
も
同
席
し
、
お
互
い
に
様
々
な

意
見
に
う
な
ず
き
な
が
ら
、
熱
心
に
討
論

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

●アンケート結果をできるだけ尊重するべきである注１

●湯田地区、沢内地区各一校とする
●学区は編成替えしない注２

●校舎は新築しない（町当局の考えを尊重する）

理由
児童数の減少
ある程度の児童数の環境の中で学ばせたい
複式学級の解消
教育環境の整備注３

教育効果の向上

付帯意見注４

通学方法については十分配慮すること
適正配置後の複式学級のできる状態は避けた方がよい

注1…アンケートは昨年11月に区長を通じて町内2,435世帯に配布され、1,918世帯か
ら提出がありました。回収率は78・8％で、およそ全体の62％が統廃合に賛成
との結果が示されました（詳しくは広報にしわが19年2月号をご覧ください）。

注2…かつては大野地区の児童が湯本小に通うことができた時代もありますが、ここ
で示された「学区の編成替えはしない」というのは、旧町村の枠を超えた通学
はできないという意味です。

注3…教育環境の整備とは、学級数が増えることで専門教員の配置が可能になる、あ
るいは経費を集中し、施設整備の充実が可能になります。

注4…付帯意見とは、委員会として答申の内容以外に、さらに意見を付すことです。
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昨年11月のアンケート調査の結果

小学校適正配置検討委員
（敬称略）

小学校適正配置までの流れ
（当初予定案）
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●
町
長
は
、
一
万
人
構
想
を
打
ち
立
て

て
い
る
が
、
そ
れ
が
達
成
さ
れ
れ
ば
児

童
も
増
え
複
式
学
級
も
解
消
さ
れ
る
。

せ
め
て
、
町
長
の
任
期
中
は
、
統
廃
合

を
す
す
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

●
現
在
で
も
小
学
校
で
は
い
た
る
と
こ

ろ
で
修
理
が
必
要
で
あ
る
。『
ど
う
せ

な
く
な
る
ん
だ
か
ら
』
と
い
う
気
持
ち

で
手
を
つ
け
な
い
の
で
は
な
く
、
結
末

は
ど
う
で
あ
れ
、
平
等
に
取
り
扱
っ
て

ほ
し
い
。

●
小
さ
い
学
校
が
良
い
か
、
大
き
け
れ

ば
良
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
デ
メ
リ
ッ
ト

や
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
正
論

で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
町
で
よ

り
強
い
方
向
性
で
、
住
民
に
理
解
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
意

見
を
聞
く
こ
と
も
大
切
だ
が
、
理
解
を

求
め
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

●
こ
の
懇
談
会
後
に
、
検
討
委
員
会
で

再
度
検
討
さ
れ
る
と
思
う
が
、
仮
に
統

合
に
な
る
場
合
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

ど
う
な
る
の
か
な
ど
事
前
に
情
報
を
知

ら
せ
て
ほ
し
い
。

●
統
合
す
る
場
合
は
、
校
舎
の
新
し
い

古
い
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
よ
り
良
い
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

そ
の
ほ
か
の
意
見

小学校適正配置懇談会

小さい時から大勢の人に囲まれ
た方がよい。たとえば、親に相談
できなくても、子どもたちだけで
解決する事もある。子どもが多い
ことで、気のあう友達を見つける
ことができやすくなる。

個人的には、児童が
少ないので旧町村1校
ずつが妥当だ。

子どもは、家庭だけでなく同級生か
ら学ぶことも多い。小規模校にはスポ
ーツもできないなど限界がある。

越中畑小学校では、町
立保育所が閉鎖され、川
尻保育所に通うことにな
った。しかし、小学校に
入学する際に、別れ別れ
になってしまうのは、不
自然だし、かわいそうだ。
（越中畑地区）

たとえばグループごとに討
論をさせる場合に、グループ
が作れないなど、できない授
業が多くなる。合唱もできな
い、野球もできない状況なの
で、早く統合してほしい。

具体的な数字で見ても、統合し
て、また引き続き複式というのは
いかがなものかと思う。委員会の
中間報告の旧町村1校案は、委員
会としての大体の結論だ。

わたしの子ども
は、左草小と湯本小
が統合し、現在タク
シーで送迎してもら
っているし、子ども
は人数が多くなって
うれしいと言ってい
る。旧町村に1校で
いい。（湯本地区）

中間答申を尊重するべきだと思う。
要望として、早く合併し、出来れば平
成21年からお願いしたい。

7回もの検討委員会を開催
して、アンケートでは、2校
が多いなか旧町村1校ずつに
したというのは、これから
の先を考えた適切な判断で
あった。
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る
観
点
か
ら
選
ん
で
ほ
し
い
。

●
町
は
、保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
、

そ
し
て
高
校
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
大
き

な
流
れ
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
大
き
な

く
く
り
で
考
え
て
い
く
べ
き
。

●
統
合
す
る
場
合
は
、
湯
田
地
区
と
沢

内
地
区
を
同
数
に
し
て
ほ
し
い
。
答
申

に
も
そ
の
よ
う
に
付
帯
意
見
を
盛
り
込

ん
で
ほ
し
い
。

●
小
中
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

●
西
和
賀
高
校
の
統
合
問
題
も
あ
る
が

小
中
高
一
貫
が
望
ま
し
い
。

各会場からの意見

たとえば児童数が多くなると選抜
された人だけが大会に出るなど、一
部の人にしかチャンスがない。しか
し、少なければ自分もやらないとだ
めだという気持ちでがんばる。人数
が多ければ良いのか疑問である。

複式ではどうしてだ
めなのか、納得できる
説明がない。

現在、小学校では縦割り班
（学年にとらわれない班編制）
で掃除を行うなど、小さいから
だめということではない。

私も複式学級で学んだ
が、中学校に入って引け目
を感じることもなかった。
現状のままでいけるのであ
れば、このままで良いので
はないか。

統合するならば2校ずつ（町内で4
校）の方がよい。1校ずつだと通学
距離が長くなるので、それが心配だ。
あくまでも子どもたちに犠牲を強い
るのではなく、教育的、体力的、精
神的な配慮があるべきだ。

知り合いに保育園から中学
校まで生徒の入れ替わりがな
かったと児童の父母から聞い
たが、人が入れ替わりしない
のでいじめがずっと続いてし
まうなどの弊害もあるようだ。

学校を中心に地区行
事もあるため、なくな
ると地区に与える影響
も大きい。児童が少な
いことで、PTA行事な
どで親も大変だが、む
しろ親が積極的に関わ
ることで盛り上げてい
きたい。

統合はやむをえない
と思うが、学校数は、
まずは湯田・沢内で2
校ずつ、段階を踏んで
旧町村１校ずつとした
ほうがよい。

頭では統合は止むなし
との感じはあるが地域の
衰退を考えれば余りにも
代償が多く、すんなりと
賛成はできない。

各
校
の
耐
震
状
況
は
ど
う
か

昭
和
56
年
に
法
律
が
変
わ
り
そ
れ
以

前
に
建
設
さ
れ
た
校
舎
は
耐
震
診
断
の

必
要
が
あ
り
、
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。

耐
震
基
準
だ
け
で
小
学
校
の
配
置
を
決

め
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

統
合
後
の
通
学
方
法
は

送
迎
は
発
生
し
ま
す
が
①
ス
ク
ー
ル

バ
ス
②
定
期
バ
ス
③
タ
ク
シ
ー
の
利
用

な
ど
を
考
え
て
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

多
く
出
た
質
問

QAQA

各
地
区
の
内
容
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
１０
月
中
旬
ご
ろ
に
公
開
予
定
で
す
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８
月
28
日
湯
田
庁
舎
で
、
深
澤
晟
雄
の

会
（
太
田
祖
電
理
事
長
・
太
田
）
に
対
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

認
証
式
が
行
わ
れ
、
町
内
で
５
番
目
、
北

上
総
合
支
局
管
内
で
19
番
目
、
県
内
で
３

０
６
番
目
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
証
と
な
り
ま

し
た
。

同
会
は
、
深
澤
晟
雄
元
沢
内
村
長
の
功

績
と
精
神
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

活
動
と
、
同
氏
の
精
神
を
よ
り
ど
こ
ろ
に

し
た
奉
仕
的
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
づ

く
り
へ
貢
献
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

当
日
は
、
町
長
か
ら
太
田
理
事
長
に
認

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
町
長
は
「
生
命
尊
重
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
こ
の
時
代
に
、
人
間
の
使
命
で
あ

る
生
命
尊
重
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
は
意
味
が
あ
る
。
み
な
さ
ん
と
と
も
に

全
力
を
尽
く
し
、
活
動
が
実
を
結
ぶ
こ
と

を
願
っ
て
い
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
太
田
会
長
も
「
趣
旨
に
そ
っ
て

全
力
を
注
い
で
活
動
し
て
い
く
。
現
在
の

正
会
員
は
54
人
で
、
当
面
の
目
標
は
正
会

員
を
１
０
０
人
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
本

年
度
中
に
沢
内
病
院
前
の
旧
看
護
婦
宿
舎

を
改
造
し
、
深
澤
晟
雄
資
料
館
（
仮
称
）

と
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
い
」
と
抱
負
を

話
し
、
佐
々
木
孝
道
副
理
事
長
（
前
郷
）

さ
れ
て
そ
の
功
績
を
讃
え

て
い
る
ほ
か
、
生
命
村
長
の
精

神
は
現
在
の
町
政
に
脈
々
と
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。

昭
和
33
年

福
祉
行
政
の
ひ
と
つ
と
し
て
他
町
村
に

先
が
け
70
歳
以
上
に
対
し
「
養
老
手
当
金
」

を
給
付
し
ま
し
た
。

昭
和
35
年

「
生
命
尊
重
」
の
理
念
で
、
満
１
歳
以

下
と
60
歳
以
上
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険

の
10
割
給
付
（
無
料
化
）
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
37
年

乳
児
死
亡
率
ゼ
ロ
を
記
録
し
、
全
国
の

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

昭
和
38
年

盛
岡
市
ま
で
の
定
期
バ
ス
を
確
保
し
、

法
施
行
に
先
が
け
て
世
帯
主
の
７
割
給
付

を
行
い
ま
し
た
。

深
澤
村
政
の
業
績

現在は未使用の看護婦宿舎 当時の深澤村長 NPO認証書を受領する太田理事長と関係者

が
続
け

て
「
わ

た
し
た

ち
も
資

料
の
収
集

を
急
ぐ
の
で
、

資
料
館
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
行
政
も
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

し
ま
し
た
。

深
澤
村
長
は
、
明
治
38
年
太
田
で
生
ま

れ
、
東
北
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、

当
時
の
台
湾
総
統
府
な
ど
に
勤
務
し
、
昭

和
29
年
５
月
に
沢
内
村
教
育
長
、
昭
和
31

年
沢
内
村
助
役
を
歴
任
し
、
昭
和
32
年
か

ら
40
年
ま
で
沢
内
村
長
と
し
て
村
政
を
担

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
職
の
ま
ま
昭
和

40
年
１
月
に
59
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。

深
澤
村
長
は
、
生
命
の
格
差
を
絶
対
に

許
さ
ず
、
国
が
や
ら
な
け
れ
ば
村
が
責
任

を
持
つ
と
い
う
理
念
の
下
で
生
命
尊
重
を

貫
き
、「
住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
私

の
命
を
賭
け
よ
う
」
と
話
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
沢
内
病
院
前
に
は
銅
像
が
建
設

「
私
の
命
を
か
け
よ
う
」

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

ま
さ
お

沢内病院前の深澤晟雄像
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長
年
に
わ
た
り
家
族
や
地
域
を
支
え
て

き
た
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
、

そ
の
長
寿
を
祝
う
敬
老
記
念
式
典
と
祝
賀

会
が
町
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内

で
は
８
月
７
日
に
行
っ
た
太
田
地
区
が
一

番
早
く
、
全
32
会
場
（
光
寿
苑
、
清
水
苑
、

ぶ
な
の
園
を
含
む
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
町
が
中
心
に
な
り
、
祝
賀
会

は
地
区
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
町
は
、
喜
寿
と
米
寿
、
そ
し
て
90
歳

以
上
の
方
に
記
念
品
を
贈
り
お
祝
い
し
ま

し
た
。

敬
老
会
の
参
加
対
象
者
は
昭
和
８
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
75
歳
以
上
の
方

が
対
象
で
す
（
地
区
に
よ
っ
て
は
、
独
自

に
70
歳
以
上
を
対
象
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
）。
保
健
福
祉
課
の
調
べ
に

よ
る
と
、
町
内
の
75
歳
以
上
の
人
は
１
６

８
３
人
で
、
男
性
が
６
４
０
人
、
女
性
が

１
０
４
３
人
で
す
。
こ
の
う
ち
喜
寿
（
77

歳
）
１
３
１
人
、
米
寿
（
88
歳
）
50
人
、

90
歳
以
上
の
人
は
１
７
７
人
（
こ
の
う
ち

１
０
０
歳
を
超
え
て
い
る
の
は
３
人
）
で

す
。
対
象
者
の
数
は
、
昨
年
と
比
べ
て
全

体
で
68
人
増
え
ま
し
た
。

湯
本
地
区
の
敬
老
記
念
祝
賀
会
は
９
月

17
日
対
滝
閣
で
行
わ
れ
、
対
象
者
79
人
の

う
ち
32
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
に
は

町
長
も
出
席
し
「
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
意
見
な
ど
を
寄
せ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
喜
寿
、
米

寿
、
90
歳
以
上
の
方
ひ
と
り
ひ
と
り
に
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
保
育
園
児
や
小
学
生
に
よ
る

踊
り
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
鬼
剣
舞
少
年

団
団
員
に
よ
る
鬼
剣
舞
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。祝

賀
会
で
は
お
互
い
に
和
気
あ
い
あ
い

と
近
況
を
話
し
合
っ
た
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
盛
大
に
敬
老
会

対対
象象
者者
はは
１１
６６
８８
３３
人人

▼
湯
本
地
区
で
も
盛
大
に
▲

湯本地区の様子
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９
月
１
・
２
日
の
両
日
、
銀
河
ホ

ー
ル
で
第
15
回
銀
河
ホ
ー
ル
地
域
演

劇
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
劇
祭
は
、
平
成
５
年
の
第

８
回
国
民
文
化
祭
い
わ
て
93
民
話
劇

部
門
の
会
場
に
、
同
年
に
完
成
し
た

ば
か
り
の
銀
河
ホ
ー
ル
が
選
ば
れ
た

こ
と
に
端
を
発
し
、
そ
れ
以
来
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
演
劇
祭
へ
の
出
演
団
体
は
こ

の
15
年
間
で
延
べ
73
団
体
で
、
県
内

外
で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て

い
る
団
体
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
地
元
か
ら
劇
団
ぶ
ど
う

座
、
青
森
県
青
森
市
か
ら
劇
団
支
木
、

兵
庫
県
尼
崎
市
か
ら
劇
団
か
す
が
い

の
３
団
体
が
出
演
し
、
両
日
と
も
ホ

ー
ル
は
満
員
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
昨
年
10
月
に
92
歳
で

亡
く
な
っ
た
『
夕
鶴
』
で
有
名
な
劇

作
家
の
木
下
順
二
さ
ん
を
偲
ん
だ
追

悼
公
演
で
、
木
下
さ
ん
と
親
交
が
深

い
川
村
光
夫
さ
ん
に
よ
る
追
悼
講
話

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
下
順
二
さ
ん
追
悼
公
演

劇団ぶどう座
二十二夜待ち（作／木下順二）

二十二夜待ちの晩に村人らはお堂に集まり、お経
を唱え、その後に宴会。その宴会に流れ者がやって
きて、村人に「飲め。歌え」と強要する。そこにい
る婆さんを迎えに、藤六が来るが、流れ者に臆せず、
婆さんを大切にする。流れ者はその光景を目のあた
りにし、翌朝、母に会いたいと願い旅に出る。

劇団支木
しらひげ婆じょんから戦記（作／篠崎淳之介）
大鰐
おおわに

・アジャラ山の周辺は、古くから平川の氾ら
んに悩まされ、そこに住む村人たちは、たくさんの
子どもたちをかかえ、明日には食う米もそこをつき、
さらに厳しい税金の取り立てと、苦しい生活をしい
られる。
わらをもつかむ気持ちで山伏やしらひげ婆にすがる。

劇団かすがい
陽気な地獄破り（作／木下順二）

かじ屋、歯医者、山伏、手品師の4人は、現世で悪事
をはたらき地獄に落ち閻魔

えんま

大王と会う。それぞれが現世
で良い行いをしたと主張するが、大王はお見通し。大王
は、この4人に剣の山や熱湯地獄という試練を課すが、
4人は知恵を出し合い試練を切り抜けていく。

劇作家・川村光夫さん（川尻）
木下順二さん追悼講話
「木下先生は、戦後一早く劇作家として演劇界に

登場し、演劇界ばかりでなく広く芸術文化に影響を
与えた大きな存在。木下先生の取材の現場に立会い、
取材と同時に台本を書き上げる過程を、目のあたり
にできたことは、とても勉強になりました」

▲▲
▲ ▲

第
１５
回地

域
演
劇
祭
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地
区
の
優
勝
に
貢
献

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
大
会

９
月
１
日
盛
岡
市
県
営
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
第
19
回
岩
手
県
民
長
寿
体

育
祭
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
行
わ
れ
、
北
上
地
区
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
西
和
賀
町
か
ら
選
抜
さ
れ
た

選
手
が
出
場
し
県
内
各
地
の
精
鋭
ら
と

堂
々
と
競
い
あ
い
ま
し
た
。
優
勝
は
北

上
地
区
チ
ー
ム
で
、
２
位
の
奥
州
地
区

チ
ー
ム
に
１
０
０
点
以
上
の
差
で
大

勝
。
西
和
賀
町
選
手
団
の
好
成
績
が
優

勝
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

９
月
11
日
選
手
団
の
代
表
ら
が
優
勝

旗
を
携
え
、
町
長
を
訪
れ
優
勝
を
報
告

し
ま
し
た
。
北
上
地
区
チ
ー
ム
副
団
長

の
西
和
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の

内
記
正
志
さ
ん
（
前
郷
）
は
「
選
手
は

こ
の
大
会
に
向
け
て
一
生
懸
命
に
頑
張

っ
て
く
れ

た
。
西
和
賀

町
の
力
を
大

い
に
示
す
こ

と
が
で
き

た
。
来
年
に

向
け
ま
す
ま

す
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」

と
喜
び
を
話

し
て
い
ま
し

た
。

高
橋
日
出
夫
さ
ん

『
藁
の
家
』
自
費
出
版

高
橋
日
出
夫
さ
ん（
盛
岡
市
在
中
）が

先
ご
ろ
少
年
時
代
の
思
い
出
や
西
和
賀

町
の
こ
と
を
つ
づ
っ
た
随
想
『
藁
の
家
』

を
出
版
し
ま
し
た
。
９
月
17
日
沢
内
バ

ー
デ
ン
で
出
版
記
念
祝
賀
会
が
行
わ

れ
、
同
級
生
や
親
類
な
ど
お
よ
そ
50
人

あ
ま
り
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
大
正
15
年
土
畑
で
生
ま

れ
、
６
歳
の
時
に
一
家
で
新
町
に
移
住
。

少
年
期
を
新
町
で
過
ご
し
、盛
岡
警
察
署

長
な
ど
を
歴
任
し
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

祝
賀
会
で
は
、
世
話
人
代
表
の
佐
藤

政
信
新
町
区
長
が
「
人
生
の
教
訓
と
し

て
学
ぶ
こ
と
も
多
い
」
と
書
籍
の
紹
介

を
し
た
ほ
か
、
高
橋
さ
ん
は
「
み
な
さ

ん
か
ら
過
分
な
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
書
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
３
０
０
部
発
行
し

た
書
籍
は
若
干
の
残
部
が
あ
る
と
の
こ

と
。
希
望
者
は
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
先
／
企
画
課
　
82
│
３
２
８
４

湯
田
太
鼓
保
存
会
（
会
員
19
人
）
は
、

湯
田
地
区
で
継
承
で
き
る
芸
能
を
、
と

い
う
思
い
か
ら
昭
和
62
年
仙
台
の
民
族

歌
舞
団
ほ
う
ね
ん
座
代
表
の
佐
藤
正
信

さ
ん
に
作
曲
を
お
願
い
し
「
湯
田
明
神

太
鼓
」
と
い
う
創
作
曲
を
作
っ
た
の
が

事
の
始
ま
り
で
す
。

同
会
は
９
月
２
日
湯
本
小
学
校
体
育

館
で
結
成
20
周
年
を
記
念
し
た
「
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
会
長
の
渋
谷
一
幸
さ
ん
は
「
湯

田
太
鼓
保
存
会
は
『
地
域
の
財
産
・
宝
』

と
し
て
20
年
間
歩
ん
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
保
存
会
の
活
動
を
通
し
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
湯
田
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
町
内
外
か
ら

８
団
体
が
出
演
し
、
３
時
間
に
お
よ
ぶ

熱
演
で
、
来
場
し
た
お
よ
そ
４
０
０
人

の
観
客
は
響
き
渡
る
和
太
鼓
の
音
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

湯本小に巨大カボチャ
一年生が植栽

湯田太鼓保存会
20周年記念特別公演

湯
本
小
学
校
（
小
原
千
栄
子
校
長
・

児
童
64
人
）
の
菜
園
で
、
一
年
生
12
人

が
植
え
た
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
が
生
育
し
て

い
ま
す
。
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
は
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
と
い
う
種
類

で
、
も
と
は
家
畜
用
で
す
が
、
最
近
で

は
コ
ン
テ
ス
ト
用
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
カ
ボ
チ
ャ
の
直
径
は
80
セ
ン
チ
、

胴
回
り
は
１
５
０
セ
ン
チ
も
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
は
と
て
も
持
ち
き
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
菜
園
に
は
、
ほ
か
に
サ
ツ
マ
イ

モ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
枝
豆
な
ど
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
校
の
久
保
隆
一
教

頭
は
「
残
念
で
す
が
食
べ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
か

ら
観
賞
用
と
し
て
、
学
校
に
飾
っ
て
お

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆ばちを持つ手に力がはいります

「
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
、
重
く
て
持
て
な

い
よ
〜
」

優
勝
を
報
告
す
る
選
手
団

◆『藁の家』はA5版440
ページにおよぶ大作
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▲靴が浮いている状況がわかります ▲まずは、陸の上でイメージトレーニ
ング（佐藤講師・写真右）

▲最初は、組になり支えながら浮く感じ
を確かめます

体
力
温
存
と
自
己
保
全
の
方
法

着衣泳のすすめ

着
衣
泳
。
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
水
難
事
故
に
あ
っ
た
際
に
、

お
ぼ
れ
な
い
た
め
に
自
分
を
守
る
た
め
の

方
法
で
す
。

警
察
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、
昨
年
１
年

間
に
全
国
で
お
よ
そ
１
４
０
０
件
（
水
難

者
は
１
６
０
０
人
あ
ま
り
）
の
水
難
事
故

が
発
生
し
、
お
よ
そ
８
０
０
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
水
難
事
故
は
非
常
に
危
険

で
、
死
亡
率
は
お
よ
そ
５
割
と
高
い
数
字

を
示
し
て
い
ま
す
。

８
月
29
日
越
中
畑
小
学
校
（
竹
原
晴
美

校
長
・
児
童
17
人
）
で
は
、
着
衣
泳
講
習

会
を
同
校
プ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
越
中

畑
小
で
は
、
前
日
に
校
内
水
泳
記
録
会
を

行
い
、
今
日
が
プ
ー
ル
を
使
っ
た
最
後
の

授
業
で
す
。

『
万
が
一
、
水
難
事
故
が
発
生
し
た
場

合
に
ど
う
対
処
す
る
か
』、
こ
れ
が
講
習

の
内
容
で
す
。
事
故
が
発
生
し
、
救
急
車

や
消
防
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
、
平

均
で
６
分
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

当
日
の
講
師
は
、
着
衣
泳
の
広
域
指
導

員
資
格
を
持
ち
西
和
賀
消
防
署
に
勤
務
す

る
佐
藤
忍
消
防
士
長
（
北
上
市
）
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
「
救
助
隊
員
に
な
り
た
て
の

こ
ろ
に
水
難
事
故
が
あ
り
、
す
ぐ
現
場
に

駆
け
つ
け
た
の
で
す
が
、
す
で
に
要
救
助

者
は
沈
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
発
見
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、

助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
救

助
隊
員
と
し
て
力
の
な
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
助
け
る
側
と
し
て
は
、
浮

い
て
い
て
く
れ
れ
ば
発
見
も
早
く
な
り
迅

速
に
救
助
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
苦

い
経
験
か
ら
、
着
衣
泳
に
取
り
組
み
、
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。

竹
原
晴
美
校
長
は
「
い
つ
も
プ
ー
ル
授

業
の
最
終
日
に
は
、
服
を
着
た
ま
ま
で
泳

が
せ
て
い
ま
し
た
が
、
有
資
格
者
の
佐
藤

講
師
の
存
在
を
知
り
、
し
っ
か
り
学
ば
せ

た
い
気
持
ち
か
ら
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。
着
衣
泳
の
基
本
は
、

着
水
し
た
ら
あ
お
む
け
に
な
っ
て
顔
と
指

先
を
水
面
に
出
し
て
大
き
く
息
を
吸
い
込

み
ま
す
。
こ
の
状
態
を
背
浮
き
と
い
い
、

基
本
形
で
す
。

人
間
の
重
心
は
へ
そ
に
あ
り
、
実
際
に

は
足
の
方
が
早
く
沈
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、

手
を
伸
ば
す
こ
と
で
重
心
が
上
半
身
に
移

動
す
る
の
で
、
水
の
中
で
は
背
伸
び
を
し

た
状
態
で
足
を
少
し
広
げ
ま
す
。
そ
し
て

大
き
く
息
を
吸
い
、
そ
の
ま
ま
我
慢
し
ま

す
。
息
が
苦
し
く
な
っ
た
ら
、
ま
た
大
き

く
呼
吸
し
ま
す
。
肺
に
空
気
を
多
く
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
浮
力
が
増
し
ま
す
。
こ

の
呼
吸
法
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
行
い

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
貝
を
割
る
ラ
ッ
コ
を

想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

浮
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
今
度
は
実
際

に
水
に
落
ち
た
と
い
う
想
定
で
、
相
手
か

ら
押
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
投
げ
る
練
習
と
受
け
取
る
練
習
を

行
い
ま
し
た
。

高
死
亡
率
の
水
難
事
故

６
分
を
し
の
ぐ

苦
い
経
験
か
ら

貝
を
割
る
ラ
ッ
コ
の
よ
う
に

泳
ぐ

or

浮
く

溺
れ
た
と
き
に
ど
う
す
る

ち
ゃ
く
い
え
い
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▲あわてず、リラックスして。講師もほ
める完成形です

▲少しでもバランスがくずれると沈んで
しまいます

▲不意に川に落ちたという想定で、相手に
押してもらいますが、さてどうでしょう

着衣泳のすすめ

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
う
ま
く
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
つ
を
の
み
込
む
と

た
ち
ま
ち
浮
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

昔
は
、
泳
ぎ
や
す
く
な
る
た
め
に
川
に

飛
び
込
ん
だ
ら
靴
や
服
を
脱
ぐ
、
と
教
わ

っ
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ

の
着
衣
泳
で
は
浮
力
を
得
る
た
め
靴
も
服

も
脱
ぎ
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ
の

多
く
が
水
に
浮
き
ま
す
。
ま
た
、
衣
類
は

空
気
を
た
め
る
目
的
の
ほ
か
に
、
身
体
の

保
温
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
水
温
が
低
い
場
合
は
、
体
力
の
消
耗

も
一
気
に
進
み
ま
す
。
体
力
を
消
耗
し
な

い
た
め
に
も
極
力
動
か
ず
、
浮
く
こ
と
が

肝
心
で
す
。

息
を
し
て
い
る
人
間
の
比
重
は
水
に
対

し
て
０
・
98
で
水
よ
り
も
軽
い
た
め
浮
き

ま
す
。
肺
に
大
き
く
息
を
吸
い
込
む
こ
と

で
浮
力
も
増
し
ま
す
が
、
体
の
面
積
の
た

っ
た
２
％
し
か
水
に
浮
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
、
水
に
お
ぼ
れ
た
と
き
に
、

腕
を
ば
し
ゃ
ば
し
ゃ
と
さ
せ
る
と
比
重
は

１
を
超
え
身
体
は
水
に
沈
み
ま
す
。
こ
の

状
態
で
呼
吸
を
し
て
助
け
を
呼
ぶ
こ
と
は

現
実
的
に
は
不
可
能
で
、
ま
し
て
服
を
着

た
ま
ま
泳
ぐ
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
動
く
こ
と
で
生
命
さ
え
危
う
く

な
り
ま
す
。
慌
て
ず
、
浮
く
こ
と
を
考
え

る
の
が
延
命
の
重
要
な
鍵
で
す
。

お
ぼ
れ
て
も
、
慌
て
ず
に
背
浮
き
な
ど

で
浮
い
て
救
助
を
待
ち
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
だ
け
で
も
大
き
な
浮
力
を
得
ら
れ
ま

す
。
お
ぼ
れ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
ま
ず

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
投
げ
入
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
す
ば
や
く
通
報
し
、
救

助
隊
員
な
ど
の
専
門
家
の
救
助
を

待
ち
ま
す
。

お
ぼ
れ
た
方
は
、
無
理
を
し
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
取
り
に
い
く
と

重
心
が
変
わ
り
沈
む
の
で
、
手
元

に
く
る
の
を
待
ち
ま
す
。

着
衣
泳
の
講
習
を
プ
ー
ル
で
行

う
に
は
管
理
者
の
許
可
が
必
要
で

す
。
佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
「
着
衣

の
ま
ま
で
入
っ
て
も
衛
生
的
に
問

題
が
な
い
と
科
学
的
に
証
明
さ
れ

て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

着
衣
泳
に
は
指
導
員
講
習
を
行

う
事
が
で
き
る
広
域
指
導
員
と
指

導
員
（
プ
ー
ル
・
海
）
の
資
格
が

あ
り
県
内
で
広
域
指
導
員
の
資
格
を
持
つ

の
は
３
人
、
指
導
員
は
９
人
と
ま
だ
ま
だ

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
西
和
賀
消
防
署

を
含
め
た
北
上
管
内
で
は
２
人
の
有
資
格

者
が
有
事
の
際
に
待
機
し
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
は
「
親
子
の
グ
ル
ー
プ
や
団

体
な
ど
で
、
あ
る
程
度
の
人
数
が
集
ま
れ

ば
着
衣
泳
講
習
会
も
可
能
で
、
冬
期
間
で

も
で
き
ま
す
」
と
話
し
、
積
極
的
に
講
習

を
受
け
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
講
習
の
相
談
先
】

西
和
賀
消
防
署
　
84
│
２
５
０
７

担
当
・
佐
藤
ま
た
は
内
記
ま
で

服
や
靴
は
脱
が
な
い

人
間
は
浮
き
ま
す
が
…

救
命
の
た
め
の
連
鎖

浸
透
し
は
じ
め
た
着
衣
泳

●6年・菊池陽介くん
今日習ったことを生かして、何かあれば、じ
っとして助けを待つようにします。

●6年・中島奈留美さん
おぼれない方法と助ける方法を知ることがで
きました。

●6年・小原明日香さん
何かあった時には、浮くものを投げて助けて
あげます。そして、自分がおぼれた時には、ラ
ッコの姿勢で助けを待ちます。

参 加 者 の 声
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８
月
７
日
湯
本
屋
内
温
泉
プ

ー
ル
で
第
２
回
西
和
賀
町
小
学

校
水
泳
記
録
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
優
勝
の
み
）

◆
女
子
◆
▼
４
年
25
ｍ
【
自
】

東
海
林
遙
（
湯
本
）
24
秒
09

【
平
】
東
海
林
遙
（
湯
本
）
32

秒
17
【
背
】
小
森
彩
羽
（
貝
沢
）

33
秒
38
▼
５
年
50
ｍ
【
自
】
細

川
瑠
奈
（
越
中
畑
）
53
秒
09
▼

５
年
25
ｍ
【
自
】
刈
田
彩
（
湯

本
）
20
秒
69
【
平
】
大
川
咲
紀

（
沢
一
）
29
秒
70
【
背
】
羽
柴

真
輝
（
湯
本
）
24
秒
88
▼
５
年

50
ｍ
【
自
】
◎
尾
形
美
優
（
川

尻
）
41
秒
42
【
平
】
◎
竹
澤
ゆ

き
み
（
湯
本
）
55
秒
03
【
背
】

◎
尾
形
美
優
（
川
尻
）
48
秒
59

▼
５
年
１
０
０
ｍ
【
自
】
高
橋

瑞
葵
（
猿
橋
）
１
分
35
秒
30
▼

６
年
25
ｍ
【
自
】
高
橋
美
樹

（
川
尻
）
25
秒
59
【
平
】
廣
田

慧
子
（
沢
一
）
31
秒
88
【
背
】

田
中
ゆ
か
り
（
沢
一
）
20
秒
28

▼
６
年
50
ｍ
【
自
】
◎
高
橋
沙

恵
（
川
尻
）
42
秒
02
【
平
】
◎

藤
原
香
鈴
（
川
尻
）
48
秒
70

【
背
】
◎
菅
原
千
歳
（
川
尻
）

48
秒
91
▼
６
年
１
０
０
ｍ【
自
】

◎
刈
田
ル
ル
（
沢
一
）
１
分
27

秒
31
▼
共
通
【
25
ｍ
バ
】
刈
田

ル
ル
（
沢
一
）
19
秒
80
▼
【
50

ｍ
バ
】
☆
◎
田
中
ゆ
か
り
（
沢

一
）
39
秒
86
▼
【
１
０
０
ｍ
平
】

◎
田
中
ゆ
か
り
（
沢
一
）
１
分

41
秒
43
▼
【
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
】
沢
一
３
分
24
秒
78

▼
【
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】
川
尻

１
分
20
秒
05
▼
【
２
０
０
ｍ
リ

レ
ー
】
川
尻
２
分
51
秒
47

◆
男
子
◆
▼
４
年
25
ｍ
【
自
】

高
橋
豪
哉
（
湯
本
）
21
秒
03

【
平
】
高
橋
和
也
（
猿
橋
）
26

秒
82
【
背
】
小
田
島
海
斗
（
湯

本
）
25
秒
86
▼
５
年
50
ｍ
【
自
】

小
田
島
潤
（
湯
本
）
45
秒
36
▼

５
年
25
ｍ
【
自
】
宇
都
宮
健
太

（
湯
本
）
23
秒
14
【
平
】
藤
戸

大
輔
（
湯
本
）
30
秒
92
【
背
】

高
橋
龍
太
郎
（
湯
本
）
26
秒
03

▼
５
年
50
ｍ
【
自
】
◎
栗
谷
京

生
（
湯
本
）
38
秒
51
【
平
】
高

橋
廉
（
沢
一
）
58
秒
04
【
背
】

高
橋
優
（
湯
本
）
１
分
03
秒
41

▼
５
年
１
０
０
ｍ
【
自
】
高
橋

祥
智
（
猿
橋
）
１
分
41
秒
53
▼

６
年
25
ｍ
【
自
】
池
田
凌
太

（
湯
本
）
23
秒
15
【
平
】
羽
柴

麗
（
湯
本
）
28
秒
38
【
背
】
加

藤
駿
（
沢
一
）
25
秒
06
▼
６
年

50
ｍ
【
自
】
◎
細
川
廉
（
越
中

畑
）
41
秒
11
【
平
】
細
川
廉

（
越
中
畑
）
55
秒
58
【
背
】
庄

木
正
勝
（
湯
本
）
53
秒
20
▼
６

年
１
０
０
ｍ
【
自
】
柿
澤
瑞
生

（
沢
一
）
１
分
48
秒
22
▼
共
通

【
25
ｍ
バ
】
吉
田
雅
昂
（
川
舟
）

24
秒
52
▼
【
50
ｍ
バ
】
高
橋
汰

空
（
沢
一
）
57
秒
04
▼
【
１
０

０
ｍ
平
】
菊
池
陽
介
（
越
中
畑
）

２
分
08
秒
20
▼【
１
０
０
ｍ
背
】

佐
々
木
拓
哉
（
沢
一
）
２
分
11

秒
85
▼
【
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
】
沢
一
３
分
40
秒
17
▼

【
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】
湯
本
１

分
25
秒
64
▼
【
２
０
０
ｍ
リ
レ

ー
】
湯
本
２
分
59
秒
47

川尻三区協議会（照井勝利会長）
では、宝くじコミュニティ助成を
活用し、地区のまつりなどで使用
するやぐら、締太鼓、浴衣、提灯
などを購入しました。
８月19日銀河ホール駐車場で行

われた地区盆おどりで、地域住民
に披露されました。
協議会では新調された用具を早

速使って盛大に盆踊りを行い、参
加者らは楽しいひとときを過ごし
ました。
この宝くじ助成は、（財）自治

総合センターが宝くじの販売収入
を財源として、住民が自主的に行
う活動に対し資金面で支援してい
るものです。
助成は、自治会・町内会などの

広域的な共同活動を行っている団
体が対象で、その活動が地域に密
着して行われている必要がありま
す。施設または設備（備品）の整
備などが助成の対象で、募集は広
報などを通じて行っています。
※19年度分の申請はすでに終了し
ました。

地区の活動を応援します

宝くじでそろえたやぐらやテントなど

☆
は
大
会
新
、
◎
印
は
、
地
区

の
標
準
記
録
突
破
者
、
自
は
自

由
形
、
平
は
平
泳
ぎ
、
背
は
背

泳
ぎ
、
バ
は
バ
タ
フ
ラ
イ
。

第
２
回
小
学
校
水
泳
大
会
結
果

自
己
ベ
ス
ト
目
指
す

100m平で大会記録を更
新した田中さん

宝くじ助成
９
月
議
会

９
月
12
日
か
ら
９
月
21
日
ま

で
沢
内
庁
舎
で
９
月
定
例
会
が

行
わ
れ
、
認
定
９
件
、
議
案
10

件
が
提
案
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
一
般
会
計
決
算→

認
定

昨
年
度
の
一
般
会
計
決
算
の

歳
入
決
算
額
は
68
億
７
７
１
５

万
円
、
歳
出
決
算
額
は
66
億
７

０
５
９
万
円
で
し
た
。

◆
特
別
会
計
決
算→

認
定

町
に
は
下
水
道
事
業
や
温
泉

事
業
な
ど
の
特
別
会
計
が
７
つ

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
歳
入
決
算

総
額
は
44
億
１
０
１
２
万
円
、

歳
出
決
算
総
額
は
42
億
８
９
５

万
円
で
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算→

可
決

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に

歳
入
歳
出
と
も
１
億
５
７
２
０

万
円
を
追
加
し
て
、
歳
入
歳
出

の
予
算
額
を
60
億
８
７
８
０
万

円
と
し
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、

緊
急
時
に
支
出
す
る
た
め
の
積

立
金
と
な
る
財
政
調
整
基
金
に

１
億
円
、
峠
山
パ
ー
ク
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
の
整
備
事
業
に
85
万

円
、
災
害
か
所
の
測
量
設
計
業

務
と
し
て
８
７
０
万
円
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
決
算
を
認
定



◯2007（Ｈ19年）9月号１３

町
内
に
は
、
西
和
賀
町
か
ら

の
出
資
比
率
が
25
％
を
超
え
る
、

い
わ
ゆ
る
第
３
セ
ク
タ
ー
が
４

社
あ
り
ま
す
。

牛
乳
や
デ
ザ
ー
ト
を
製
造
販

売
す
る
湯
田
牛
乳
公
社
。
砂
ゆ

っ
こ
や
オ
ア
シ
ス
館
な
ど
を
管

理
運
営
す
る
西
和
賀
産
業
公

社
。
沢
内
バ
ー
デ
ン
や
周
辺
施

設
を
管
理
運
営
す
る
エ
ス
テ
ッ

ク
。
湯
田
地
区
た
い
肥
セ
ン
タ

ー
を
管
理
運
営
す
る
山
の
幸
王

国
の
４
社
で
す
。
各
社
と
も
町

の
産
業
振
興
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
が
、
経
済
の

低
迷
で
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況

に
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
本
年
度
こ
の
４
社

の
経
営
状
況
な
ど
を
分
析
し
、

健
全
な
運
営
に
向
け
た
今
後
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
先

ご
ろ
第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
評
価

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

８
月
24
日
第
２
回
委
員
会
で

は
、
視
察
を
行
い
各
社
か
ら
経

営
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

今
後
の
あ
り
方
や
町
と
の
か
か

わ
り
な
ど
に
関
し
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は

「
累
積
赤
字
の
原
因
は
何
か
」

「
施
設
の
特
徴
を
ど
う
生
か
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
は
、
委
員
会
と
は
別
に
専

門
的
な
立
場
か
ら
４
社
の
経
営

状
況
を
分
析
す
る
た
め
、
公
認

会
計
士
に
よ
る
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
委
員
会
で
は
こ
れ
ら

の
調
査
結
果
も
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
を
重
ね
、
来
年
３
月
ま

で
に
町
長
に
対
し
提
言
書
を
提

出
す
る
予
定
で
す
。

第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
評
価
委
員

（
敬
称
略
）

▼
委
員
長
・
佐
藤
一
久
（
町
商

工
会
長
）
▼
副
委
員
長
・
真
壁

信
男
（
町
観
光
協
会
長
）
▼
委

員
・
佐
藤
洋
輝
（
町
企
業
連
絡

協
議
会
長
）、
高
橋
雅
一
（
町

議
会
議
員
）、
高
橋
勉
（
県
庁

経
営
評
価
課
出
資
等
法
人
改
革

担
当
課
長
）、
佐
々
木
淳
（
県

南
広
域
振
興
局
経
営
企
画
課

長
）、
新
田
晟
訓
（
副
町
長
）槻沢の産業公社すっぽん養殖施設

を視察する委員

健
全
運
営
と
あ
り
方
検
討

３
セ
ク
経
営
評
価
委
員
会
設
置

次のとおり入札を行いました。①内容や場
所などの詳しいことは、担当課まで②落札率
は予定価格と契約額（共に税抜き）から算出
③契約額は税込みの金額で、千円以下は切り
捨て④工事名と内容は省略

9月5日執行分
番号／1（建設課）
工事名／小繋沢橋旧橋撤去
場所／小繋沢　内容／ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊しほか
契約者／竹沢工務店　契約額／231万円
工期／H19.9.12～H19.12.10 落札率／86.9％

番号／2（建設課）
工事名／町道防護柵設置
場所／間木野ほか1 内容／防護柵設置444ｍほか
契約者／羽柴興業　契約額／651万円
工期／H19.9.12～H19.12.5 落札率／96.6％

番号／3（生涯学習課）
工事名／川舟公民館下水道接続
場所／川舟　内容／排水設備工事一式ほか
契約者／（株）近藤設備　契約額／498万円
工期／H19.9.12～H19.10.21 落札率／99.2％

番号／4（生涯学習課）
工事名／高下公民館下水道接続
場所／川舟　内容／排水設備工事一式
契約者／（有）栄和工業　契約額／283万円
工期／H19.9.12～H19.10.21 落札率／99.9％

番号／5（生活環境課）
工事名／貝沢消防屯所新築
場所／貝沢　内容／木造平屋建新築ほか
契約者／（有）米沢工務所　契約額／651万円
工期／H19.9.12～H19.12.10 落札率／98.5％

番号／6（生活環境課）
工事名／長瀬野消防屯所新築
場所／長瀬野　内容／木造平屋建新築ほか
契約者／（有）松川工務店　契約額／955万円
工期／H19.9.12～H19.12.10 落札率／99.8％

番号／7（建設課）
工事名／沢内簡水新町配水系配水管布設（１）
場所／新町　内容／配水管布設工D I Pφ150ほか
契約者／（有）栄和工業　契約額／3,335万円
工期／H19.9.12～H20.2.1 落札率／99.7％

番号／8（建設課）
工事名／沢内簡水新町配水系配水管布設（２）
場所／新町　内容／配水管布設工D I Pφ150ほか
契約者／（株）近藤設備　契約額／3,433万円
工期／H19.9.12～H20.2.1 落札率／98.5％

番号／9（建設課）
工事名／沢内簡水新町配水系配水管布設（３）
場所／新町　内容／配水管布設工D I Pφ150ほか
契約者／（有）西和水道土木　契約額／1,779万円
工期／H19.9.12～H20.2.1 落札率／98.5％

入札状況

崩壊した丸子峠線の様子（本屋敷から耳取方面）

８
月
22
日
の
集
中
豪
雨
と
９

月
７
日
の
台
風
９
号
に
よ
る
強

風
と
大
雨
は
、
町
に
大
き
な
つ

め
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。

８
月
22
日
の
降
り
始
め
か
ら

の
雨
量
は
、
湯
田
で
１
１
５
ミ

リ
、
沢
内
で
99
ミ
リ
。
９
月
７

日
は
、
湯
田
で
午
前
７
時
か
ら

８
時
ま
で
の
１
時
間
雨
量
が
34

ミ
リ
と
い
う
大
雨
を
記
録
し
、

降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
が
お

よ
そ
２
０
０
ミ
リ
と
最
近
に
な

い
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
い
ず
れ
も
災
害
警

戒
本
部
を
設
置
し
、
職
員
に
よ

る
巡
回
な
ど
を
行
い
、
区
長
と

も
協
力
し
て
情
報
収
集
に
努
め

ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
人
的
な

被
害
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
町
道
丸
子
峠
線
（
草
井

沢
地
内
の
幹
線
で
南
本
内
岳
方

面
に
向
か
う
道
路
）
や
町
道
相

沢
線
（
白
糸
の
滝
に
向
か
う
道

路
）
な
ど
が
崩
壊
し
車
で
の
通

行
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
道
以
外
に
も
、
河
川
や
農

地
な
ど
数
十
か
所
で
被
害
が
発

生
し
、
被
害
総
額
は
数
億
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

台
風
９
号
の
影
響

大
き
な
つ
め
あ
と
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子
ど
も
た
ち
は
、
登
下
校
時

に
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
あ
い
さ
つ
は
す

が
す
が
し
く
、
今
日
一
日
が
ん

ば
る
ぞ
、
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
大
人
の
あ
い
さ

つ
の
声
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
こ

ち
ら
か
ら
声
を
か
け
て
返
っ
て

く
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
あ
な

た
に
声
を
か
け
て
い
る
ん
で
す

よ
、
と
い
う
１
対
１
の
状
況
で

さ
え
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
し
、

で
き
な
い
大
人
が
い
ま
す
。

聞
こ
え
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
声
を
か
け
ら
れ
る

と
思
っ
て
い
な
く
て
、
と
ま
ど

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
子
ど
も
た
ち
も

防
犯
上
の
都
合
で
知
ら
な
い
人

に
は
声
を
か
け
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、

声
を
か
け
ら
れ
て
も
、
知
ら
な

い
ふ
り
を
す
る
よ
う
で
す
。
こ

の
こ
と
は
意
味
が
分
か
り
ま

す
。し

か
し
、
あ
い
さ
つ
を
す
る

の
は
生
活
の
基
本
で
す
。
大
人

が
率
先
し
て
行
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
見
本
に
な
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（
一
町
民
　
男
性
　
40
歳
代
）

突
然
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま

す
。
私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
今

か
ら
40
年
ほ
ど
前
（
昭
和
42

年
）、
わ
た
し
が
高
校
一
年
生

の
時
に
、
友
人
と
一
緒
に
東
北

一
周
の
自
転
車
旅
行
に
出
か
け

ま
し
た
。
帰
り
道
、
当
時
の
湯

田
町
内
で
、
の
ど
が
渇
き
、
水

を
飲
も
う
と
し
て
崖
か
ら
転
落

し
け
が
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際

に
近
く
の
民
家
に
担
ぎ
込
ま

れ
、
手
当
を
し
て
い
た
だ
き
食

事
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
黄
銅
鉱
の
土
産
ま
で
い

た
だ
き
、
住
所
と
名
前
の
書
か

れ
た
用
紙
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。旅

を
終
え
自
宅
に
帰
っ
た
あ

と
で
そ
の
用
紙
を
探
し
ま
し
た

が
、
旅
の
途
中
で
紛
失
し
た
よ

う
で
見
あ
た
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
、
就
職
し
て
近
く

を
通
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し

も
定
年
に
近
い
年
齢
と
な
り
、

40
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の

と
き
の
状
況
を
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
心
当
た
り
の
あ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
あ
ら
た

め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
申
し
上

げ
、
非
礼
を
お
わ
び
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
宮
城
県
美
里
町
　
鈴
木
正
典
）

鈴
木
さ
ん
の
お
話
で
は
、
道

路
脇
に
川
が
あ
っ
て
、
道
路
下

は
崖
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
な
に

ぶ
ん
、
か
な
り
昔
の
話
で
道
路

状
況
も
当
時
と
は
だ
い
ぶ
変
化

し
て
い
ま
す
が
、
思
い
当
た
る

方
や
当
事
者
で
な
く
て
も
当
時

の
状
況
を
記
憶
し
て
い
る
な
ど

の
情
報
を
広
報
係
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。（

広
報
係
　
小
林
）

お
盆
、
演
劇
祭
な
ど
行
事
が

近
づ
く
に
つ
れ
町
道
川
尻
小
繋

沢
線
路
肩
の
草
が
伸
び
で
、
道

幅
が
狭
く
な
っ
た
の
で
目
障
り

ば
か
り
で
な
く
危
険
も
感
ず
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
役
場
に

お
願
い
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
こ
の
程
き
れ
い
に

し
か
も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
越
え

て
ま
で
刈
り
払
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
然
役
場
で
払
っ
て
く
れ

た
も
の
と
思
っ
て
聞
い
て
み
た

と
こ
ろ
、
や
っ
て
い
な
い
と
の

事
で
し
た
し
地
区
の
人
た
ち
に

聞
い
て
も
知
ら
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
地
区

外
の
方
が
払
っ
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。

暗
い
話
題
の
多
い
時
代
だ
け

に
、
篤
行
な
方
が
お
ら
れ
る
こ

と
に
、
自
分
自
身
へ
の
癒
し
の

気
持
ち
を
与
え
て
も
ら
っ
た
ば

か
り
で
な
く
、
地
域
住
民
へ
の

今
の
欠
け
て
い
る
心
の
問
題
に

問
い
か
け
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
を
す
る
も
の
で
す
。

（
小
繋
沢
　
高
橋
信
一
　
78
歳
）

篤
行
な
方
に
感
謝

４０
年
前
の
話
で
す

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
大
人

追
記

イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真イメージ写真
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ニュースなどで食中毒というと、
レストランや飲食店などでの食事
が原因と思われがちですが、家庭
の食事からも発生しています。厚
生労働省に報告のあった分だけを
見ても、家庭の食事が原因の食中毒が全体の2割近
くを占めています。
しかし、家庭での食中毒は症状が軽かったり、

発症する人が1～2人の場合が多いことから、風邪
や寝冷えなどと間違えることも多くありますが、
中には重症化したり死亡する例もあります。
食中毒は6月から急増し、10月までピークが続

きます。また、夏の暑い時期に限らず、1年中発生
する可能性があります。予防のために次のことを
心がけましょう。

食中毒予防の3原則は①原因
菌をつけない②原因菌を増やさ
ない③原因菌を殺すことです。
具体的には、まず清潔を保つ

こと。原因菌を食品につけない
ように、調理前や調理作業の区
切りに手や調理器具を洗浄・消
毒しましょう。
次に迅速を心がけること。買

ってきた食材は早めに調理し、
調理した食品は早めに食べるこ

とで原因菌に増殖する時間を与えないようにしま
しょう。
そして温度管理に注意すること。食品は室温で

放置せず、冷蔵庫や冷凍庫に入れましょう。冷凍
庫の場合、ほとんどの原因菌はマイナス10℃以下
で増殖するスピードが遅くなり、マイナス15℃以
下で活動を停止します。ただし、死滅したのでは
ありませんので、冷凍保存であっても早めに使い
切りましょう。また、原因菌は熱に弱いので、食
品を加熱するときは中心部まで十分熱が通るよう
にしましょう。
家庭でできる簡単な予防方法をきちんと守り、

楽しくおいしい食事をしましょう。

障害者自立支援法の施行を受け、
ワークステーションは4月から事業
体系を2つに分けました。1つは自
立訓練事業で、食事や家事などの日
常生活能力を向上させるための支援

や相談を行うものです。もう1つは就労継続支援事
業で、就労体験や生産活動にたずさわり、一般就労
や農業で自立を図るものです。どちらも基本的には
仕事を通して社会の一員としての役割を果たしてい
くために行っています。
主な仕事は農業と農産加工で、1.2ヘクタールの

農地に水稲や大豆、ジャガイモ、大根、ナメコ、山
菜、山野草を栽培し加工しています。今年から新た
に学校給食のパン作りにも挑戦しています。開設か
ら5年間培ってきた技術と知恵で、学校給食の一部
を支えることも社会参加の1つ
です。
「ふるさと宅急便」も順調

に推移しています。主に都市
部に住むおよそ250人の会員
に、西和賀の四季折々の物産
と情報を年4回送っています。
最近は9月中旬にジャガイモや
リンドウを送りました。
ふるさと宅急便は、障害者

が都市と農村の交流の主体と
なる、福祉の側からの地域おこし事業です。これを
支えているのが、送り手のわたしたちと受け手の都
市住民の交流事業である「ふるさと交流会」です。
今年は「障害者施設交流事業」と名を変え、11月
11日に東京都新宿区で行います。物産販売と郷土
料理を囲んでの交流が中心で、毎年およそ2,000人
が来場します。
ワークステーションの生産物は、宅急便以外にも

敷地内のテントショップで、また、毎週金曜日に盛
岡市の「都南プラザ」に通所者が出向いて販売して
います。今後も障害者が社会参加する機会をどんど
ん創っていきたいと思います。

8月21日放送分 8月7日放送分

食中毒の予防方法
保健福祉課主任栄養士 泉　玲子

障害者の社会参加
ワークステーション湯田・沢内事務長 高橋典成

有線で放送した「くらしと健康」
から抜粋しお知らせします

有線放送から
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夫
の
宣
承
さ
ん
と
京
都
で
知
り
合
い
結

婚
し
、
西
和
賀
町
に
き
て
こ
と
し
で
８
年

目
を
迎
え
た
早
恵
さ
ん
。

「
結
婚
す
る
前
は
、
東
北
地
方
に
来
た

こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
不
安
で
し
た
が
、

今
で
は
『
や
づ
ま
げ
だ
』
で
代
表
さ
れ
る

沢
内
弁
も
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
、
少
し

ず
つ
慣
れ
て
き
た
か
な
」
と
話
し
ま
す
。

４
姉
妹
の
母
と
し
て
家
事
な
ど
で
も
忙

し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
が
「
在
家
出

身
で
寺
に
嫁
い
だ
の
で
、
寺
の
仕
事
を
目

下
勉
強
中
で
す
。
ま
た
、
長
女
と
次
女
は

『
や
よ
い
会
子
供
会
』
に
所
属
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
て
、
わ
た
し
は
裏
方
と
し
て
か

か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
娘

の
活
動
を
支
え
、
裏
方
と
し
て
成
長
を
か

い
ま
見
る
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

あ
な
た
の
出
身
地
は

京
都
府
京
都
市
で
す
。

出
身
地
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

京
都
市
内
の
少
し
北
部
で
す
が
、
近
く

に
は
京
野
菜
を
作
っ
て
い
る
畑
が
あ
り
ま

⑰
太
田
早
恵
さ
ん
（
太
田
）

京
都
府
京
都
市
出
身

昭和59年7月北上市にあるシチズン東北(株)（旧上尾
精密(株)）100％出資子会社、北上宝飾(株)の沢内工場
として、太田で腕時計用針の生産をスタート。その２年
後には、現在地に工場を移設し、昨年、北上宝飾(株)と
して独立しました。現在の従業員は58人。
経営方針として①シチズン東北(株)の経営ビジョンを

共有し、一躍を担える会社となること②CSR（企業の社
会的責任）を会社運営の軸とし、法令遵守と環境にやさ
しい工場運営をはかること③地域に密着し、地元での積
極的な雇用を進めていくことを掲げます。
同社の品質は折紙付で、工業分野の国際的標準規格で

ある環境マネジメントシステム（ISO14001）を申請済み
で、さらに品質保証と顧客満足度の向上を目指す品質マ
ネジメントシステム（ISO9000）の申請を行う予定。佐
藤さんは「環境と品
質の両面から取り組
み、事業拡大で地元
からの採用を増や
し、前向きに楽しく
やりがいを感じる魅
力ある会社を目指し
ています」と話して
いました。

西
和
賀
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
会
員
は

70
人
あ
ま
り
で
、
年
２
回
は
町
外
の
大
会

に
参
加
し
な
が
ら
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
と
し
３
代
目
会
長
に
就
任
し
た
佐
藤

さ
ん
は
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
順
位
を
競
う

も
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
自
分
の
体
力
や

ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
体
力
づ
く
り
の
た
め

に
歩
き
ま
す
。
各
地
で
行
わ
れ
る
大
会
に

参
加
す
る
の
は
、
自
分
を
た
め
す
良
い
機

会
だ
か
ら
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
四
季
を
感
じ
た
り
、

そ
の
土
地
の
名
勝
や
史
跡
な
ど
を
見
る
の

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
と
言
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
は
「
今
後
は
、
町
内
の
恵
ま

れ
た
自
然
を
生
か

し
た
コ
ー
ス
設
定

を
行
い
た
い
し
、

普
段
も
く
も
く
と

が
ん
ば
っ
て
い
る

人
と
一
緒
に
大
会

に
参
加
し
た
い
で

す
ね
」
と
抱
負
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

■
紹
介
者
　
会
長

佐
藤
政
信
さ
ん
（
新
町
）

■紹介者　
工場長　
佐藤洋輝さん（泉沢）

⑨

⑨

北上宝飾（株）（泉沢）西
和
賀
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

す
。
京
野
菜
の
カ
ブ
を
薄
く
切
っ
て
漬
け

た
千
枚
漬
な
ど
の
漬
物
も
有
名
で
す
。
そ

れ
と
大
学
が
多
い
街
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
若
者
も
多
く
活
気
あ
ふ
れ
る
街
で
す
。

名
所
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は

実
家
か
ら
徒
歩
10
分
の
と
こ
ろ
に
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
上
賀
茂
神

社
や
有
名
な
京
都
御
所
が
あ
り
、
よ
く
散

歩
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
よ
く
修
学

旅
行
の
コ
ー
ス
に
も
な
る
金
閣
寺
や
銀
閣

寺
、
清
水
寺
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
残
念
な

が
ら
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。

西
和
賀
町
の
よ
さ

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
域
の
人

た
ち
の
交
流
も
多
く
、
思
い
っ
き
り
自
然

と
も
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
元

気
で
の
び
の
び
と
し
た
心
豊
か
な
子
に
育

っ
て
く
れ
る
町
だ
と
思
い
ま
す
。
虫
が
多

す
ぎ
る
の
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
キ
ツ

イ
で
す
が
…
。

？

？

？

寺の勉強と火事で忙しい
日々を送る早恵さん

さ

え

？

京都市データ
人　口　147万4,811人
世帯数 65万3,860世帯
面　積 827.9k㎡
ホームページ
http://www.city.kyoto.jp/

こ
こ

せ
ん
し
ょ
う
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き
っ
か
け
は

平
成
８
年
に
沢
内
村
の
補
助

事
業
で
漬
物
加
工
場
を
造
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
漬
物
加
工
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
夢

を
広
げ
、
平
成
12
年
か
ら
お
菓

子
製
造
、
平
成
17
年
か
ら
お
総

菜
製
造
の
許
可
を
取
得
し
ま
し

た
。
衛
生
面
に
も
気
を
つ
け
、

仲
間
６
人
全
員
が
作
っ
て
販
売

で
き
る
よ
う
に
、
毎
年
保
健
所

の
細
菌
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
。

何
を
作
っ
て
い
ま
す
か

西
和
賀
町
な
ら
で
は
の
山
の

幸
で
あ
る
ミ
ズ
ノ
コ
ブ
、
ワ
ラ

ビ
、
マ
イ
タ
ケ
な
ど
の
山
菜
の

入
っ
た
漬
物
が
中
心
で
、
お
菓

子
は
「
里
の
お
も
ひ
で
」
と
い

う
商
品
名
の
ガ
ン
ズ
キ
や
切
り

餅
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
天
ぷ
ら
な

ど
を
、
い
ず
れ
も
添
加
物
無
し

で
作
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負

町
の
応
援
も
あ
っ
て
「
沢
内

物
産
」
が
立
ち
上
が
り
加
工
仲

間
が
増
え
ま
し
た
。
地
元
の
食

材
を
、
製
造
・
商
品
化
す
る
こ

と
は
「
本
物
を
つ
く
る
」
こ
と

だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
今
作

っ
て
い
る
商
品
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
新
し
い
商
品
開
発
に
も

力
を
入
れ
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■紹介者
代表
佐々木シヲ子さん

（前郷）

始めたきっかけは
昭和43年に、湯本地域の青年が地域の活性化

を目的に岩崎鬼剣舞に師事したことが始まりで
す。昭和63年に岩崎鬼剣舞から、念願であった
念仏秘伝書が正式に伝授されました。鬼剣舞は、
念仏普及、悪魔退散や衆生済度の踊りとして広
まり、将兵の出陣、凱旋の踊りとして伝えられ
たといわれています。
無形民俗文化財の指定
平成4年5月8日に町の無形民俗文化財に指定さ

れました。今まで頑張ってきたかいがありまし
た。今でも年間数十回は公演を行っています。
会の悩み
やはり若い人が加入しないことですね。鬼剣

舞を郷土芸能としてより定着させるために、小
中学生を対象に湯本鬼剣舞少年団(現在25人)を
組織し毎週水曜日に指導しています。また、湯
本小学校の3年生以上の児童を対象に、運動会で
大演舞を行うなど指導に努め底辺層の拡大に取
り組んでいます。それでもなかなか成人になっ
てから続けてくれる
人が少ないのは、本
当に残念なことで
す。今後も町の文化
として、鬼剣舞を継
承していきたいと思
います。

■紹介者
庭元　大澤長嘉さん（湯本）

？⑨

⑨湯本鬼剣舞

木
い
ち
ご
工
房

？

？

？

？

？

き
っ
か
け
は

私
は
二
戸
市
出
身
で
、
平
成

５
年
に
川
尻
小
学
校
で
教
員
を

退
職
し
ま
し
た
。
退
職
前
か
ら

ガ
ラ
ス
の
輝
き
に
魅
せ
ら
れ
て

い
た
の
で
、
い
つ
か
は
彫
絵
を

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
本
来
の
輝

き
を
出
し
、
子
ど
も
た
ち
に
も

感
動
や
感
激
を
与
え
、
感
性
を

育
て
る
土
台
に
し
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

道
具
も
手
に
入
れ
準
備
が
整

い
、
草
井
沢
に
「
ガ
ラ
ス
工
房

あ
ー
ら
」
を
開
き
、
そ
れ
以
来

二
戸
と
西
和
賀
を
行
き
来
す
る

生
活
を
し
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
絵
と
の
違
い
は

ガ
ラ
ス
絵
の
場
合
は
、
ガ
ラ

ス
に
直
接
絵
を
書
い
た
り
、
線

を
彫
り
ま
す
。
彫
絵
は
、
立
体

的
に
彫
り
ま
す
。独
学
で
す
が
、

光
の
反
射
具
合
で
堀
っ
た
と
こ

ろ
が
青
白
く
光
り
ま
す
。
い
か

に
光
を
綺
麗
に
み
せ
る
か
が
難

し
く
、
逆
に
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
で
す
。

ど
ん
な
ガ
ラ
ス
を
使
い
ま
す
か

車
の
ガ
ラ
ス
や
色
つ
き
の
ガ

ラ
ス
は
向
き
ま
せ
ん
。
住
宅
の

取
り
壊
し
の
際
に
捨
て
ら
れ
る

住
宅
用
の
ガ
ラ
ス
を
も
ら
っ
て

利
用
し
て
い
ま
す
。
廃
品
の
ガ

ラ
ス
に
命
を
吹
き
込
ん
で
再
利

用
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
各
種
教
室
な

ど
で
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
作
品
は
最
初
か
ら
販
売
す

る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
募
金
を
し
て
く
れ
た
方
な

ど
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
募
金
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
し

ま
す
。
個
展
は
、
年
に
３
回
ほ

ど
開
い
て
い
ま
す
。
手
が
動
く

限
り
は
、
創
作
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ガラス彫絵

戸來保壽さん
（本屋敷）

？

？

⑨

？？

へらい やすひさ
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区分

件数

火災出場件数

0件
（6件）

損　害　額

0円
（調査中）

区分

件数

搬送
人員

2件
（18件）
3人

（28人）

20件
（96件）
20人
（81人）

10件
（83件）
10人
（78人）

32件
（197件）
33人

（192人）

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

戸　籍　の　窓 （敬称略）問合先／町民課●85-2111
行政相談委員／古澤邦廣（新町
●85-3120）、須藤繁（上野々●
82-2032）

秋のブナの森を歩きます
西和賀エコミュージアム推進

事業プレツアーとして、次の日
程で自然観察会を行います。精
通したガイドが案内します。
日時／10月13日(土)9:00～15:00
観察地／真昼ブナ指標林
参加費／1,000円(昼食代、バス
代、温泉入浴料、保険料含む）
そのほか／①小雨でも決行②野
外観察に適した服装と装備をお
願いします③雨具、敷物、筆記
用具、あれば双眼鏡や図鑑類な
どを持参してください④先着20
人になり次第締め切ります(必
ず電話で申し込むこと)⑤集
合・解散場所は沢内バーデン
申込・問合先／企画課●82-
3284

文化祭出展作品を募集
町は、11月2日(金)～4日(日)

まで第2回西和賀町芸術文化祭
を銀河ホールで行うことから、
展示部門への作品を募集します。
募集作品／美術部門(絵画・彫
刻・工芸・書道・写真)、文芸
部門(詩・短歌・俳句・川柳)と
し、テーマは自由
申込方法／出展希望者は、作品
に地区名・氏名・題名を明記
し、銀河ホールか学務課まで直
接、作品を持参してください
募集期限／10月15日(月)
問合先／生涯学習課　82-3240

オータムジャンボ発売
10月1日から全国一斉にオー

タムジャンボ宝くじが発売され
ます。宝くじの発売総額のうち、
賞金や印刷経費などを除いたお
よそ4割が発売元の都道府県な
どに還元され、地域振興事業な

どに使われています。
抽選日／10月24日(水)
問合先／(財)岩手県市町村振興
協会●019-651-3461

ジェノバで内職者急募
靴製造を行っている（株）ジ

ェノバ（大沓）では、次のとお
り内職者を若干名急募します。
詳しくはお問い合わせください。
内容／靴底接着剤塗布
問合先／ 82-3525（内職担当
高橋まで）

10月1日から公証週間
盛岡公証人会では、次のとお

り無料公証相談会を行います。
電話による相談も受け付けます。
日時／10月1日(月)～7日(日)
9:30～16:00
場所／盛岡公証人合同役場、宮
古公証役場、一関公証役場、花
巻公証役場
相談内容／遺言、相続、協議離
婚に伴う慰謝料・養育費、金
銭・土地の賃借など
問合先／花巻公証役場(花巻商
工会議所会館内)●0198-23-
2002

詩人×絵描きの作品展
北上市

在住で詩
人の元川
健さんと
同級生の
イラストレーター赤平健さん
は、「詩人×絵描の作品展～研
ぎ澄まされていく感性」と題す
る作品展示会を行います。入場
は無料。当日は、書きためた作
品の中から40編ほどを展示する
予定です。
日時／9月29日（土）～30（日）
10:00～17:00まで
場所／銀河ホール

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

8
5
3
8

7,393
3,457
3,936
2,525

実　数
―
―
―
―
▲2
▲7
＋5
＋5

前月との比較

（7月末現在）

お悔やみ申し上げます

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

１８

火災・救急の状況

8月16日～9月13日受付分

（7月分）

菊　池　和　鼓・女 大　沓

ご誕生おめでとうございます

・直樹・

交通事故の状況 （7月分）

物損
実数
累計

9
（67）

2
（10）

1
（7）

0
（0）

0
（0）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計

わ　　　こ

末永くお幸せに

国や県から

児　玉　　　修　　　　　若　畑
山　口　明　美　　　　　若　畑）

川　村　信　得

橋　　　勝

大　川　キ　サ

久　保　サ　メ

深　澤　鉄　夫

・83歳・

・59歳・

・88歳・

・96歳・

・75歳・

川　尻

川　尻

新　町

太　田

太　田

高�

糯　田　想　和・男 川　尻・有貴・
そ　　　な

小　松　未　侑・女 前　郷・ 俊 ・
み　　　ゆ

そ の ほ か

求 人 情 報
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広報にしわが編集委員を募集します
広報にしわがの発行は、編集

委員会を設けて合議制で発行し
ています。現委員の任期満了に
伴い、次のとおり広報編集委員
を募集します。
募集数／４人
任期／平成19年11月1日から2年間
職務の内容／月2回の編集会議
（平日の日中）の出席、そのほ
か広報発行に必要な会議への出
席など
応募条件／①会議に出席できる
方②20歳以上の健康な方③男女
は問いません
申込期限／10月12日（金）
そのほか／①年齢や職業、地区
などを考慮し選考します②編集
会議は湯田庁舎で行います
申込・問合先／企画課●82-
3284

基本健診・大腸がん検診
町では、次のとおり基本健

診・大腸がん検診を行います。

問合先／保健福祉課●85-3411

生活支援ハウス入居者募集
町は、生活支援ハウス「悠々

館」「かたくりの園」の入居者
を募集します。
対象者／おおむね65歳以上で、

1人暮らしや高齢者夫婦世帯な
どのために独立した生活に不安
があると認められる方
申込締切／10月16日（火）
申込・問合先／保健福祉課●
85-3412または包括支援センタ
ー●85-3137・同支所（悠々館
内）●84-2161

ワラビを栽培してみませんか
町ではワラビ栽培を推進して

います。そこで、秋植え用ワラ
ビ根茎（苗）の配布希望者の取
りまとめを行います。今回の取
りまとめは根茎の配布を約束す
るものではありませんのであら
かじめご了承ください。
申込期限／10月10日（火）
申込・問合先／農林課●85-
3415

除雪作業員を募集
町は、次のとおり本年度の除

雪作業員を募集します。
作業内容／除雪機械の運転、除
雪作業時の車両誘導など
従事期間／12月中旬から来年3
月中旬まで（予定）
応募書類／申込書（建設課で配
布）、履歴書、自動車運転免許
証など、健康診断書（集団検診
結果表の写しも可）※申込前に
確認のこと
応募資格／昭和17年4月2日以降
生まれ（ことし65歳まで）で健
康に自信のある方
申込締切／10月12日（金）
問合先／建設課●82-3288

錦秋湖畔ウォーキング参加者募集
岩手・秋田県

際交流事業実行
委員会では、ほ
っとゆだ駅から
の錦秋湖畔ウォ
ーキングへの参
加者を募集します。先着14人で
締め切りますので、早めにお申
し込みください。
日時／10月7日(日)10:30～

コース／銀河ホール・湖畔ステ
ージ～貯砂ダム～あやめ公園～
ほっとゆだ駅～きのこまつり会
場（バスで移動し昼食）。13:40
ころほっとゆだ駅で解散。※ウ
ォーキングは11：00から12：30
までの予定
そのほか／①参加は無料です
が、昼食代は自己負担②参加者
に記念品を贈呈
申込方法／10月3日(水)までに
郵便番号・住所・氏名・電話番
号をお知らせください
申込・問合先／企画課　　82-
3284

住まいづくりに助成
町は、高齢者や重度身体障害

者の住む住宅改善を行った際に、
その改修費に対し補助します。
改修内容／浴室・トイレの改
修、手すり取り付けや段差解消
など
補助対象者／要援護高齢者と重
度身体障害者（所得制限あり）
補助額／改修費用の3分の2以内
で限度は60万円
申請方法／工事着手前に保健福
祉課に申請してください。着手
後の申請は対象になりません
募集期間／9月25日（火）～10
月16日（火）
問合・申込先／担当のケアマネ
ージャーや包括支援センター●
85-3137・同支所（悠々館内）
●84-2161または保健福祉課●
85-3412

行政相談週間
10月15日（月）～21日（日）

は「行政相談週間」です。
行政相談委員は国から委嘱さ

れ、相談は無料で秘密は厳守し
ます。道路・河川、保険・年金、
登記労働など、行政の事につい
てお気軽にご相談ください。
日時と場所／①10月4日（木）
13：30～15：30悠々館②10月18
日（木）10：00～12：00老人福
祉センター

役 場 か ら

１９



■
広
報
に
し
わ
が
　
平
成
１７
年
１１
月
２８
日
発
行
　
岩
手
県
和
賀
郡
西
和
賀
町
・T

E
L（
0
1
9
7
）
8
2
－
2
1
1
1

発
行
人
・
高
橋
繁
／
毎
月
２５
日
付
発
行
／
印
刷
・（
有
）
平
鹿
印
刷
・
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地球環境にやさしい大豆インキを使用しています
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て に を は
このご時世ですから、予算要求しても無理なので、思い切って自費でカメラを買いました。本当は、

防塵防滴的で現場の使用に耐えうるカメラが欲しかったのですが・・・。
このカメラで思ったことは、この間の技術の進歩はすばらしいということです。それに見合うだけの

仕事ができるかどうか自問自答しています。 （小林）

龍輝
りゅうき

くん　（4歳）

美鈴
みすず

ちゃん（1歳）

両親から
「元気にすくすく育ってね!!」

麗於
れ お

くん（5歳）

蘭
らん

ちゃん（4歳）

大和
やまと

くん（1歳）

両親から
「素直でまっすぐな子どもに育ってほしいです」

主要地方道盛岡横手線を挟んで猿橋

小学校の真向かいにそびえ、町の天然

記念物にもなっている「泉沢の一本

杉」。高さは30m、幹の周りは7m30㎝

で樹齢はおよそ340年と言われています。

「沢内の民話」によると、その昔、

泉太郎治という人物が、旅人の憩う木陰を作るために植えさせた

杉並木のひとつで、その後に次々に切り倒されたものの、最後に

一番若いこの杉が残されたという説が紹介されています。周囲に

は、ほかに大木もなく際だって目立つ大きな杉です。

■ 泉沢の一本杉 ■

泉沢
平澤　和行さん

恵美子さん
川尻
高橋　司さん

哉子
かなこ

さん

⑨


